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現代短歌の申梁､､､

～プロロｰグ～

中世和歌の世界には,地球科学に関することと言

えば冨士山の噴煙くらいしか表れてこないかも知れ

ませんが,現代短歌の世界では実に多くの素材が扱

われていることをご存じでしょうか.地球科学の用語

が短歌の中でどのように扱われているかに,ちょっと

目を止めていただけるとうれしいです.

短歌は新聞歌壇などを見てもわかるように,世の中

の出来事や世相を切り取ったものが多くあります.地

球科学関達の素材で言えば,地震や火山噴火などが

それに当たると思います.俳句は17文字のなかに季

語を入れますので(最近では流派によっては入れな

いところもあるらしい),季節感が表れる天文や気象

現象は多く採りあげられますが,なかなか固体地球

科学用語は採りあげてもらえないようです.それに対

して,短歌は31文字(原則)で表現される詩型なの

で,専門用語を入れる余地があるのです.ただ,専門

用語を入れる場合,言葉として面白いもの,ある程度

知られたもの,あるいはそのものは矢口られてなくても

イメｰジをわかせるような言葉を選ぶ方が無難だとい

われています.そのような目で兎ると,広く受け入れ

られている地球科学の言葉って何だろう,という興味

がわいてきました.

このコラムでは筆者が目にした範囲で,地球科学用

語が織り込まれている現代短歌を何回かに分けてご

紹介しようと思います.たぶん,作者や出典が偏ると

思いますがご容赦下さい.また,数例をのぞき,基本

的に歌集として本にまとめられたものから引用してい

ます.探してみたら,地球科学用語のイメｰジを自在

に膨らませて比倫として用いられているものや,名所

を訪ねた折りに石や地層に着目した短歌もありまし

た.ただし,単に｢石｣や｢岩｣とした短歌は取り上げ

ていません.私は歌人ではありませんし,狭い意味

で地質や岩石の専門家でもありません.しかしシロウ

トだから気づくこと,シロウトだから許容できる部分も

あると思いました.ここでは学術的にではなく,愉し

みとして地球科学と現代短歌の豊かな触れ合いを探

ってみたいと思っています.

地球科学用語については先ず｢広辞苑｣をあたりま

した.普通の歌人ならば用語の拠り所を国語辞典に

求めると考えたからです.その上での知識はおもに

｢地学事典｣(地学団体研究会編,平凡社)と｢石の俗

称辞典｣(加藤磧一･遠藤祐二著,愛智出版)に拠り

ました.

初回は,機会詩の代表として地震の歌をご紹介し

ます.日本は地震の多い国ですから,わりと日常のこ

ととして地震が歌われています.ただ,大災害を引き

起こす地震はまた扱いが別です.最近の例では,阪'

神大震災のときにも数多くの短歌が作られました.し

かし阪神大震災ではあまりにも生々しいので,ここで

は,現代,というよりも近代の短歌ですが,関東大震

災で被災した北原白秋,三ヶ島葭子の短歌をご紹介

します.

地は震へ轟き亨る生けらくやたちまち坐し

うちひしがれぬ北原白秋｢風隠集｣

秋はいま百舌鳥の銃声のかなしきに今日も幾度

なみ

地震ふりにけり三ヶ島葭子

地震は｢なみ｣または｢なゐふる｣と呼ばれていま

す.もともと｢なみ｣は大地を意味する語で,大地が震

えるので｢なゐふる｣だったそうですが,いつよ.りか

｢地震｣=｢なみ｣という用法になったそうです.その

ため,短歌では｢地震ふる(なゐふる)｣という使われ

方をしています.

関東大震災はよく知られているように1923年9月1

日に起きました.地学事典(平凡社)によるとマグニチ

ュｰド7.9,断層面積130×70km2,ずれの量は平均

2m程度,と書かれています.北原白秋は小田原,三

ヶ島葭子は埼玉で被災しました.北原白秋の家は半

壊し,三ヶ島葭子は余震に伝えつつ3日間露宿したそ

うです.
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